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脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）患者における血清ペリオスチン値の検討 

 

研究分担者 氏名 川口善治 所属機関 富山大学医学部整形外科 役職 教授 

 

研究要旨 頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）患者における種々のバイオマーカーのう

ち、今回は血清ペリオスチン値を検討した。92 例の頚椎 OPLL 患者群および年齢

と性をマッチさせた 54例のコントロール患者群を対象とし、case control study

を行った。来院時に患者の同意を得た上で血清を採取し、血清クレアチニン（Cre）、

カルシウム（Ca）、リン（P）、アルカリフォスファターゼ（ALP）、FGF-23値、ペリ

オスチン値を測定し、2群で比較した。その結果、血清 P値は OPLL 群でコントロ

ール群に比較して低く、血清 FGF-23値はコントロール群に比較し OPLL群で明ら

かに高値を示した。さらに血清ペリオスチン値は OPLL 群で高値を示し、OPLL の

骨化巣の伸展が認められていた群では、伸展が認められなかった群に比較してペ

リオスチン値が高かった。以上より OPLL の病態にはペリオスチンが関わってい

る可能性があると考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

我々は、脊柱靭帯骨化症の病因を探るこ

と、および結果から得られた知見を治療に

資することを目的に頚椎後縦靭帯骨化症患

者（OPLL）の種々のバイオマーカーを検討し

てきた。これまでに我々は OPLL 患者ではコ

ントロールに比較し血清高感度 CRP（hs-CRP）

値は高く、血清リン値は低いこと、血清 FGF-

23値が高値と取ることを報告した。今回の

研究では、骨代謝に関わるバイオマーカー

として近年注目されている血清ペリオスチ

ン値が、OPLL患者でいかなる挙動を示すか

について検討することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

これまでの患者群とは別の患者群を用い

た。92例の頚椎 OPLL 患者群（男 56 人、女

36人、平均年齢 68.8歳）およびケースコン

トロールスタディで年齢と性をマッチさせ

たコントロール患者群 54 人（男 27 人、女

27）を対象とした。来院時に患者の同意を得

た上で血清を採取し、クレアチニン（Cre）、

カルシウム（Ca）、リン（P）、アルカリフォ

スファターゼ（ALP）、FGF-23値、ペリオス

チン値などを測定し、2群で比較した。血清

FGF-23値およびペリオスチン値の測定には

ELISA 法を用いた。さらに 2 年以上経過を

CTで確認フォロー可能な患者で骨化巣伸展

の有無を検討し、これらの値との関連を調

べた。 

（倫理面への配慮も記入） 

本研究は日常診療の一環で行われたもの

である。当大学の倫理委員会にて承認を受

けている。 
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Ｃ．研究結果 

血清 Cre、Ca値は OPLL群とコントロール

群で相違はなかった。一方、血清 P値は OPLL

群でコントロール群に比較して低かった

（p=0.04）。血清 FGF-23 値は、コントロー

ル群（41.1 ± 32.4 pg/dL）に比較し OPLL

群（56.3 ± 29.4 pg/dL）で高値を示した

(p=0.013)。またペリオスチン値も OPLL 群

で（87.8 ± 29.8 ng/mL）コントロール（69.6 

± 18.7 ng/mL）に比較して明らかに高かっ

た。さらに OPLL の骨化巣の伸展が認められ

ていた群では、伸展が認められなかった群

に比較してペリオスチン値が高値を取った。 

 

Ｄ．考察、 

検討の結果より OPLL では血清 FGF-23 値

が高く、血清リン値が低下していることを

再確認した。さらにペリオスチン値が OPLL

で高値を取り、伸展にも関連があることが

示された。ペリオスチンは歯・骨の形成に関

与するタンパク質として同定され、別名は

骨芽細胞特異因子２(OSF-2)である。よって

今回の事実は、OPLL の病態を解明する上で

重要な知見であると思われた。 

 

Ｅ．結論 

OPLLの成因にペリオスチンが関わっている 

可能性があると考えられた。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載 
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